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 JANSIとは？ 
 
 
 福島第一事故の教訓と人材育成 

 
 
 リーダーシップ研修プログラムの整備 
 

説明内容 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日説明する内容は、まずJANSIの紹介を少しさせていただき、その後、福島第一事故の教訓を踏まえてJANSIが目指す人材育成について説明し、後半には、現在取り組んでいますリーダーシップ研修プログラムの整備・試行状況について説明いたします。
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 JANSIは、福島第一事故の反省に立ち、二度と
このような事故を起こしてはならないという原子
力産業界の総意に基づいて、事業者から独立して
強力に原子力安全を牽引する組織として2012年
11月15日に発足。 

 INPOを参考に安全性と信頼性の向上に取組む。 

ロ ゴ：地球をS（Safety）が覆っているイメージ 

意 味：原子力の安全確保は世界共通の重要なテーマ 
    であることを表す。 
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JANSIとは 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JANSIは、福島第一事故の反省に立ち、二度とこのような事故を起こしてはならないという原子力産業界の総意に基づいて、事業者から独立して強力に原子力安全を牽引する組織として2012年11月に発足しました。
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日本の原子力産業界における、 

 世界最高水準の安全性の追求 

 ～たゆまぬエクセレンスの追求～ 

（１）ミッション 

（２）ビジョン 

原子力施設の安全性向上対策と施設運営を継続的に評価する。 

原子力安全における基準となるエクセレンスを明確化し、事業者に提
示する。 

事業者にエクセレンスを求めると同時に、自らにもエクセレンスを求
める。 

4 

JANSIのミッションとビジョン 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
我々のミッションは、日本の原子力産業界における世界最高水準の安全性の追求、たゆまぬエクセレンスの追求であります。
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福島第1事故の教訓 

 原子力特有のリスク 
 

・ 住民避難・食物制限 
・ エネルギー需給バランス 
・ 環境汚染 
・ 海外エネルギー政策見直し 等 
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・ トップのガバナンスを効かせたリスクマネジメント 
・ 各階層でコアとなる人材の育成 

 原子力事業者の責任（原子力安全を最優先する組織文化形成） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
福島第一事故は、ベントや水素爆発などによって広範囲の住民避難や食物の摂取制限、また電力供給の支障やエネルギー需給バランスの変更、さらには海洋汚染に対する懸念や海外諸国のエネルギー政策見直しなど、国内外に極めて大きな影響を及ぼす結果となりました。

我々は、原子力の有するこの潜在的な大きなリスクを強く認識し、常に社会的責任を意識しながら「原子力安全を最優先する組織文化」を創っていかなければならない、と考えています。
 
このためには、ガバナンスを効かせたリスクマネジメントと、そして、各階層で中核的役割を担うコアとなる人材の育成の二つの課題が浮き彫りとなりました。
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原子力安全を最優先する組織文化 

役割分担 

マネジメントシステムの整備       ⇒ 事業者 
システムを運用する人の意識を醸成   ⇒ JANSI 

JANSIの担う産業界の人材育成 

コアとなる人材を育成 

知識（knowledge） ：深層防護に対する深い理解 
能力（ability） ：リスクへの感性の強化 
経験（experience） ：緊急時の的確・冷静な対応 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このマネジメントシステムの構築は、各事業者がそれぞれ組織の特徴（個性）に応じて、創っていくべきものと考えております。
一方、このシステムを運用する意識（すなわちマインド）の醸成につきましては、事業者の組織文化を超越する共通基盤でありますので、
JANSIはこの強いマインド、リスクマネジメントシステム運営のコアとなる人材を育成することに重点を置きたいと考えております。

ここで言う「人材の育成」とは、
・原子力安全を守るための重要な思想である“深層防護”の深い理解を知識としてしっかり持ち、
・めったに起きないが一旦起きてしまうと深刻な事態を招いてしまうリスクに対して研ぎ澄まされた感性を持つ能力、
・そして万が一の緊急事態には、的確・冷静に対応できるための経験を備えることです。
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原子力安全を最優先するために必要な力量 

リーダーシップ研修の実施 教育ガイドラインの整備 
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意識（non-technical skill) 知識・技量（Technical skill） 

重
大
事
故
等
発
生
時 

 
 
平
常
時 

リーダーシップ 

状況判断・状況把握 

組織運営、危機管理 

使命感  など 

AM知識・運転操作 

事故対応設備の操作 

設備の修理・復旧 

 （ｹｰﾌﾞﾙの繋ぎ込み等） 

サンプリング・分析  など 

JANSI 安全文化７原則 

 

 

               など 

運転管理、保修管理 

放射線・化学管理 

燃料管理    など 

安全最優先の価値観、リーダーシップ、
安全確保の仕組み、円滑なコミュニケー
ション、問いかけ・学ぶ姿勢、潜在リスク
の認識、活気ある職場環境 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原子力安全を確保するために必要な力量は、「重大事故等発生時」および「平常時」の各々のフェーズに対して、強いリーダーシップで安全を守る「意識」と、平常時から深層防護を深く理解し、非常時にあっては縦横無尽に設備を操る「知識・技量」の2つに整理され、これらが相乗して初めて想定外の事象にも対応できる人材の育成ができると考えています。

意識面の力量については、JANSIが主体的に、必要な力量を洗い出しそれに対する「気づき」を得られる場として、リーダーシップ研修を順次企画・実施しています。

一方、知識・技量面の力量は、事業者が自社の設備・体制の特徴に応じて育成すべきものであり、JANSIは基本事項を共通の指針として提示し、各社の状況を適宜確認する仕組みが良いと考えています。
現在、JANSIでは運転責任者判定や保全技量認定を通じて、これらの力量のごく一部を確認していますが、知識・技量面の力量を網羅的に確保する仕組みとはなっていないため、海外の事例や各社の現状等を参考に、運転・保修などの分野ごとに業務遂行に必要な知識・技量の育成に関して、日本独自の設備・体制を踏まえて指針化していく必要があると考えています。
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連携 

外部から見
た問題点の
指摘・改善 

リーダーシップ研修プログラムの開発・実施 
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外部機関 

 
 
 
 

 
・専門家による
講演 

・訓練施設の 
活用 

・ｶﾘｷｭﾗﾑ策定
のﾉｳﾊｳ 

 

消防 
自衛隊 
航空 

鉄道など 

１号機水素爆発の瞬間 消防ﾊｲﾊﾟｰﾚｽｷｭｰ隊による注水作業 自衛隊による救援活動 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JANSIでは経営層から管理者層に至る各職位に対するリーダーシップ研修プログラムの整備を進めています。当面は危機管理、緊急時対応に重点を置き、福島第一事故を追体験し原子力のリスクを適切に管理するための研修を計画的に企画・試行してきました。

研修プログラムの構築に当たっては、危機管理を専門とする外部機関（消防、自衛隊、航空、鉄道など）の専門家の意見や訓練施設の活用など、原子力業界の外からの視点を入れてプログラムの開発を進めています。
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対 象 研修の目的 

社長 原子力安全に係る価値の共有 

発電所長 原子力安全を守る現場最前線の最高責任者として
の覚悟の再確認 

原子炉主任技術者 発電所長に専門的な視点からの助言能力向上 

運転当直課長 高ストレス下でのリーダーシップの養成 

課長（危機管理） 緊急時対策所班長の戦略的な指揮統括、コミュニ
ケーション等の能力向上 

運転当直副長 フォロワーシップとチームビルディングの能力向上 

 原子力の持つリスクの広がり、深刻さを十分認識する 

 そのリスクを下げるために献身的に組織に働きかけ、組織を動かす 

 組織文化を変えていく人材を生み出す   
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リーダーシップ研修の狙い 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各階層に要求されるリーダーシップの能力は異なります。すなわち、社長にはそれぞれの組織に対する安全のコミットと同時に、皆同じ船に乗っているという安全に係る価値の共有が重要と考えています。
これに対して、現場の第一線の課長クラスには、良きリーダーであり、チームビルダーであると当時に、発電所長の良き補佐役を期待されています。
このスライドは各階層に要求される研修のコンセプトをまとめたものです。



Copyright © 2014 by Japan Nuclear Safety Institute. All Rights Reserved. 
一般社団法人 原子力安全推進協会 

Japan Nuclear Safety Institute 

 

経営層研修Ⅰ 「社長研修」 

2013/6/5 「福島第一事故の直接原因」 2013/7/18 「東京電力における組織文化」 

目的： 原子力安全に係る価値の共有  We are in the same boat（同じ船に乗った仲間） 

2013/9/12 「自社での取組」 

2014/6/12 「自主的かつ 

        継続的に安全性向上」 
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2015/3/19 「福島第一事故の教訓を 

               どう学んだか」 

2015/3/19 「これまでの原子力安全の 

               取組みの総括」 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
社長研修では、原子力安全に対する価値を社長間で共有することから始めています。
これまで、社長同士が互いに原子力安全に直接関連する課題だけで自由に議論する機会は無かったことから、安全文化やリスクガバナンスなど原子力安全に関するタイムリーなテーマを選定して議論していただいています。
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経営層研修Ⅲ 「発電所長研修」  

課題のグループ討議 
消防ﾊｲﾊﾟｰﾚｽｷｭｰ隊 

による注水作業 覚悟の手紙 

福島第二発電所長
の体験談 
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目的：現場最前線の最高責任者としての覚悟の再確認 

概要：①福島第一事故の振り返り（事故対応者の体験談） 

    ②福島第一事故からの課題抽出／グループ討議 

    ③発電所長経験者等との討議 

 ④国内外の危機管理、緊急時対応の 

      専門家による講演 

（開催実績：2014年2月、2015年2月） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
発電所長は重大事故の際に現場で陣頭指揮をとり、最終決断をしなければならない重い責任を有しています。
また、経営層とも緊密なコミュニケーションが必要であり、高いストレス下の現場で部下を鼓舞しなければなりません。
そこで研修では、事故当時の所長・当直課長などの体験の共有、事故進展・対応状況の振り返りによる指揮者としての課題抽出、課題に関するグループ・全体討議を行っています。
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管理者研修Ⅰ 「危機管理研修」  
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指揮統括トレーニング 

総括訓練 

目的：緊急時対策所班長の戦略的な指揮統括、 
    コミュニケーション等の能力向上  

概要：①危機管理対応の意義、取り組み姿勢の説明 
 ②心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）の基礎の解説 
    ③状況把握訓練 
        （危機対応時のコミュニケーション力の養成演習） 

 ④指揮統括訓練 
        （非常時の指揮統括の重要事項の認識と向上のための演習） 

 ⑤総合訓練 
        （研修の総括として、過酷環境下、高ストレス下での精神力・対応力 
         の養成のための演習） 

 ⑥総括討議 
        （受講者の反省会による研修内容の再認識） 

 

消防科学総合センターと共同開発したプログラム 

（開催実績：2015年1月、7月） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
重大事故発生時における所長への補佐能力を強化するため、緊急時対策所の班長クラス（課長クラス）を対象に、消防組織の訓練施設・ノウハウを活用して、リーダーシップ、組織管理等の意識面の能力向上を図ることを目的とした研修を実施しています。
研修を通して高ストレス下で任務を遂行することの困難さ、コミュニケーションの重要性、自らの資質の足りないことを認識し、指揮統括能力の向上を図っています。
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管理者研修Ⅰ 「運転当直課長研修」 

元サバイバル指導幹部 
による講演 

元福島事故対応当直長 
による体験講演 

福島事故対応を模擬した 
ロールプレィ演習 
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目的：高ストレス下でのリーダーシップの養成 

概要：①福島第一事故の振り返り（事故対応者の体験談） 

 ②緊急時対応のストレス下でのリーダーシップ 
      の講演（サバイバル指導の専門家） 

 ③高ストレス環境を模擬したロールプレイ演習 

開催実績：2014年2月、3月、6月、9月、12月、 
                   2015年1月、5月、9月 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
運転当直課長には、重大事故時に中央制御室でプラントの機能維持に全力を尽くす極めて高いストレスがかかることが福島第一事故の経験から判明しています。
また、当直副長は当直課長を補佐し、運転員をまとめる重要な役割を担っています。
このため、JANSIは対策本部や部下とのコミュニケーションスキル、ストレス管理を中心とした研修カリキュラムを策定し、プロの役者を交えたロールプレイングによる実践演習で意識面の力量向上を図っています。
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原子力安全のコアとなる人材育成（運転責任者） 

 
知識、技量、経験、判断力、 

指導力、責任感、リーダーシップ、
シビアアクシデント対応  など 

運転員 

当直課長 
（運転責任者） 

リーダーシップ研修 
（意識の向上） 

運転責任者判定 

教育ガイドライン 
（知識・技量の向上） 

当直副長 当直課長 
事業者 

教育訓練 ⇒ 社内技量認定 

当直副長研修 

当直課長研修 

ﾌｫﾛﾜｰｼｯﾌﾟ 
ﾁｰﾑﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 

高ｽﾄﾚｽ下での
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当直課長・当直副長研修は、知識・技量面の力量を確認する運転責任者判定との連携・スパイラルアップを図ることにより、想定外にも対応できる原子力安全のコアとなる人材の育成を目指していきたいと考えています。
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更なる
Excellence 
を求めて実践 

リーダーシップ研修 

国際ワークショップ＊で実践成果を発表 
海外とのベンチマーク（良好事例等） 

研修成果を 
現場で実践 

さらに上を目指した 
研修を繰返し 

リーダーシップ研修の成果のフォロー(1/3） 

JANSIは、事業者自らが
向上に取り組める「機会」
を創り、提供し続ける 

＊2014年7月＠JANSI 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研修成果についてはJANSIが確実にフォローすることとし、成果の報告・ベンチマークの機会として、例えば国際ワークショップを開催するなど、PDCAを回す人材育成システムの構築を目指しています。
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「緊急時対応のリーダーシップに関する国際ワークショップ」 
 
 開催日： 2014年7月15日・16日（2日間） 
 参加者： 海外8カ国・地域から専門家11名 
          日本から発電所長クラス17名 
 世界の先進的な取り組みをベンチマークする機会を提供 

リーダーシップ研修の成果のフォロー（2/3） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは昨年、発電所長研修の成果のフォローアップとして開催した「緊急時対応のリーダーシップに関する国際ワークショップ」の状況です。
海外の8か国、11名の専門家をお招きして、先進的な取り組みをベンチマークする機会となりました。
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＜研修成果の分析・評価＞ 

(15.00)

(10.00)

(5.00)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

(10.00) (5.00) 0.00 5.00 10.00 15.00 20.00

    

    

(1) (2) 

(3) (4) 

低下 

本人および部下の 
［研修後の評価値－研修前の評価値］

を以下にマッピング  

本人評価：低下 
部下評価：向上 

当直課長研修の例 

（意識の変化） 

求められる力量 
 
 リーダーシップ 
 コミュニケーション 
 安全への主張 
 信頼 
 意見相違の解決 
 決定・行動のレビュー 
 思考技術 
 コーチング 
 

上記の力量に関して、研修 
１カ月前および３カ月後に、
研修生本人および部下から
アンケート調査 

本人の評価 向上 

部
下

の
評
価

 
低

下
 

向
上

 （
行

動
の

変
化

） 

本人評価：向上 
部下評価：向上 

本人評価：向上 
部下評価：低下 

本人評価：低下 
部下評価：低下 

リーダーシップ研修の成果のフォロー（3/3） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、研修成果の分析・評価についても、試行をしています。
これは、当直課長研修の例ですが、
当直課長に求められる8つの力量に関して、研修１カ月前および３カ月後に、研修生本人およびその部下からアンケート調査し、研修前後の評価値の差分をプロットしたものです。
本人評価の向上は「意識」の変化を表し、部下の評価の向上は「行動」の変化と説明できます。
この例は、本人の意識は向上していますが、部下には行動として認識されていないと評価されます。
このような評価は試行段階ですが、我々の研修を評価し、改善を図るうえで重要と考えています。
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リーダーシップ研修プログラムの整備実績／計画 

INPOの約5割 
（基数当たり） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JANSIでは、５か年計画に基づき計画的にリーダーシップ研修の整備を進めており、平成29年度には、お手本としております米国のINPO（原子力発電運転協会）のリーダーシップ研修プログラムの大体半分程度の規模ということになります。
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－ リーダーのあり方 － 

Awareness 

Exercise 

福島第一事故を２度と起こさないための組織創り、人創り 

 リーダーの理想像 
・ 組織を変革 
・ 計画にない変化に柔軟に対応 
・ 強靭な回復力を創出（レジリエンス） 

 （啓発・気づき）  

 （教育）  

 （疑似体験、体得）  

 （現場で実践）  

命 題 
 現実感の乏しいめったに 

  起きない事象の研修に、 

  如何にリアリティを持ち込むか？ 

 

 生命・生存の危機に晒された 

  高ストレス環境の中で、 

  如何にしてモチベーションを高め、 

  回復力（レジリエンス）を 

  創り出すことができるか？ 

Training 

Education 

19 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで研修を試行してきた中で、見えてきた課題としては、
・あってはならない重大事故のために研修を行うわけですが、現実感の乏しいめったに起きない事象の研修に、如何にリアリティを持ち込むか？
・生命・生存の危機にさらされた高ストレス環境の中で、如何にしてモチベーションを高め、回復力（レジリエンス）を創り出すことができるか？
です。

これらの課題を研修プログラムの中に取り込み、“気づき”、“教育”、“疑似体験”、“現場実践”のサイクルを廻しながら、理想のリーダーを育成していきたいと考えております。
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ご静聴ありがとうございました。 

一般社団法人 原子力安全推進協会 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご清聴、有難うございました。
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